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宮城県に生息する哺乳類の分布を一望すると、一部の例外を除けば、西側の山地・森林帯に分布が偏るグループと、
山地から東側の太平洋沿岸部まで分布範囲が比較的広いグループに分かれる。
西側の山地では、高標高地域でオコジョMustela ermineaが見られるほか、良好な自然の残された地域では例えばヒ

メヒミズDymecodon pilirostrisや様 な々種のコウモリChiropteraなど、休息や採食に関して天然林に依存する種が生息・
繁殖している。特定の生態系要素に依存する種（渓流で採食するカワネズミChimarrogale platycephala、洞窟性の
コウモリ類など）の多くの場合は山地で見られる。一方で、タヌキNyctereutes procyonoidesやイタチMustela itatsi、
アナグマMeles meles、一部のコウモリ類など、森林と田畑や住宅地がパッチ上に入り組む平野部においても広く確認
される種がある。近年になって福島県から北上し定着したと考えられるカヤネズミMicromys minutusは、丘陵地に形成
された谷戸の休耕地近辺で繁殖していると考えられる。東部の海岸線で一般的に見られるのは、小型のネズミ類、ニホン
ノウサギLepus brachyurusやニホンリスSciurus lis、コウモリ類ほか、中型の肉食哺乳類などである。
ニホンカモシカCapricornis crispusやツキノワグマUrsus thibetanus、ニホンザルMacaca fuscataなどは、本来森
林性であり人為的な土地利用に完全に適応しているわけではないが、行動圏が広いために人間の居住地で目撃される
個体が増え、また人里に定着した一部個体群では農林業への被害も依然続いている。そのほかイノシシSus scrofaや
ニホンジカCervus nipponも、分布圏を急速に拡大し農林業被害の増大を招いている。外来種としては、近年アライグ
マProcyon lotorの情報も各地で散見される。
哺乳類については、2000～2010年に得られた分布情報を元に、「宮城県の希少な野生動植物－宮城県レッドリスト
2013年版－」を作成したが、作業の間にもさらに調査が進行したこと、また東日本大震災の影響も踏まえて本稿での見
直しが行われた。以下にその概要をまとめる。

◯東日本大震災の影響
東日本大震災の津波によって植生が失われた地域では、一時的に哺乳類相も大きなダメージを受けた。しかし多くの
地域では1～2年のうちに一部のネズミ類、ネコ科・イヌ科動物が行動圏を広げ、次第に種数の回復が進行した。現在では、
例えば特に樹上性の強いニホンリスやニホンノウサギなどが、沿岸部のかつての松林などの地域に戻っていないとされる。
震災の影響は比較的限定的であったが、それは、沿岸部に特異的に依存する陸生哺乳類がもともと県内には存在し

なかったことに起因しているのであろう。
しかし、個体群の一部に対する震災の長期的な影響については、依然として不明な点が多く、今後も見守っていくこと
が必要である。例えば、東松島市宮戸島では、洞穴をねぐらにして沿岸部で採餌すると考えられる、様々な種のコウモリ
類が確認されてきた。中でもヒナコウモリは、越冬のための大集団をそこで作ることがわかっている。大震災の影響で利
用可能な洞穴の数やサイズが変化したことから、個体群には一定の影響が生じたと考えられる。しかし、主要な洞穴の崩
落が起きたほか、震災後に土地改変が進んだ影響で調査が困難になり、個体群の動向は十分に把握しきれていない。
またニホンザルの孤立個体群が生息する宮城県金華山島ではニホンジカが高密度で生息するため島の植生改変が
進行しており、もともと草原化や土壌の乾燥・崩落が指摘されてきた。大震災で一部の食物利用可能度に変化が生じて
いることから、今後の影響についても見守っていくべきであろう。

◯リストの見直し
宮城県では特に、宮城野野生動物研究会のたゆまざる努力により、コウモリ類の分布データの蓄積が著しい。2000
年以降2014年までの資料を分析した結果、コテングコウモリMurina ussuriensisが比較的広い範囲で普通に見られる
ことが明らかになり、今回はレッドリストへの掲載を見送ることとした。その反対に、県内での情報が得られたクロホオヒゲ
コウモリMyotis pruinosusについては絶滅危惧Ⅰ類として掲載した。
なお、本稿の最終段階では、小野田町でノレンコウモリMyotis nattereri（環境省カテゴリ:絶滅危惧Ⅱ類）が1例、確
認された。本県において同種が初めて記録されたもので、今後の生息確認調査の結果に注目したい。

◯その他注目すべき点
宮城県では海棲哺乳類（沿岸域水棲のものを含む）をレッドリストの掲載対象としていない。この点については、今回
の改訂では海棲哺乳類のリスト化について見送り、次回改定時に掲載を検討することになった。宮城県ではイタチ科のラッ
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コEnhydra lutris、アシカ科のオットセイCallorhinus ursinus、アザラシ科のゴマフアザラシPhoca largha、ゼニガタア
ザラシPhoca vitulina、ワモンアザラシPhoca hispida、ナガスクジラ科のニタリクジラBalaenoptera brydei、ミンクク
ジラBalaenoptera acutorostrata、ザトウクジラMegaptera novaeangliae、マッコウクジラ科のマッコウクジラ
Physeter marcrocephalus、コマッコウ科のコマッコウKogia breviceps、アカボウシクジラ科のハップスオウギハクジラ
Mesoplodon carlhubbsi、マイルカ科のハナゴンドウGrampus griseus、ネズミイルカ科のイシイルカPhocoenoides 
dalli、スナメリNeophocaena phocaenoidesなど様 な々哺乳類が洋上で、あるいは海岸で死体となって発見されており、
中にはラッコのように希少性の高い種もあることから次回の検討が待たれるところである。
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